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2016年 キヤノンｉＰカレッ

[お問い合わせ先] キヤノンマーケティングジャパン株式会社
お申込ＦＡＸ送付先 ： 03-6719-8125 WEB申し

※ ご記入後、お手数ですが下記

FAX 03-67

業務フローの最適化と効率化の徹底追求

【 日 時 】 2016年12月9日（金）

【 受 付 】 13:30～ 【セミナー/デモ】 14:00～17:00

【 定 員 】 50名

【 会 場 】 キヤノンマーケティングジャパン株式会社
港区港南2-16-6 キヤノンSタワー

【お問合せ先】

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 プロダクションシステム
〒108-8011 東京都港区港南2-13-29 TEL：03-6719-9644

【個人情報取り扱いについて】
≪お客さまの個人情報の取り扱いについて≫
キヤノンマーケティングジャパン株式会社は、iPカレッジ参加申込書にて、お客さまのご意思によりご提供頂いた個人情報を当該iPカレッジの出欠
個人情報のご記入を頂 けない場合には、当該セミナーへのご参加が出来ないことがございますので、あらかじめご了承ください。
弊社はお客さまからお預かりした個人情報を適切な安全対策のもと管理し、漏えい等の防止に努めます。また、以下の場合を除き、お客さまの同
・法令に基づく場合 ・上記利用目的の範囲内で、ご提供頂いた個人情報の全ての項目について、お客さまとお取引のある当社のグループ会社
ご提供頂いた個人情報の管理者は、キヤノンマーケティングジャパン株式会社ＰＰＳ企画本部プロダクションシステム販売企画部プロダクションシ
お客さまご自身の個人情報の開示・訂正・削除を希望される場合には、下記宛にご連絡下さい。

ッジ in 品川 参加申込書

社 プロダクションシステム販売企画課 TEL.03-6719-9644
し込み ： http://cweb.canon.jp/seminar/index.html

記のＦＡＸ番号へお送りください。

719-8125

WFP

ム販売企画課

欠確認などの運営業務、継続的なiPカレッジ紹介の目的にて使用致します。

同意なく、第三者への個人情報の開示・提供を致しません。
社や当社の販売代理店に書面、もしくは電子媒体で開示・提供する必要がある場合。

ステム販売企画課課長です。

キヤノンプロダクションプリンティングシステムズ㈱

間根山　佳男


